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就労継続支援Ｂ型あかつき授産所　就労継続支援Ｂ型・就労定着支援スペース・まどか　就労継続支援Ｂ型瑞穂町福祉作業所さくら
瑞穂町心身障害者（児）福祉センターあゆみ　武蔵村山市障害者就労支援センターとらい　瑞穂町障害者就労支援センター
指定特定相談支援事業・指定障害児相談支援事業あかつきコロニー相談支援センター

社会福祉法人あかつきコロニー理念

共に働く　共に生きる　共に創る
基本方針

１．ご利用者の意志と人格を尊重し、働く場の提供と就労支援を行うことによって、社会参加と自立を促進します。
２．ご利用者、職員ひとりひとりの職業技術の向上に務め、仕事の質を高い水準で保ちます。
３．同じ目的を持つ地域の団体や施設と連携・協力し合いながら、障害者の就労や生活支援に取り組み、拠点的機能を果たします。
４．「働く場を自ら切り拓く」という創設の理念を受け継ぎ、より良い未来を築くため、新しい事業に挑戦し続けます。
５．ご利用者、ご家族、職員など、法人にかかわる全ての人々にとって、安心と連帯感を提供します。

写真：音止の滝（撮影 T.T）
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今
年
度
は
法
人
施
設
の
建
替
え
に
伴

い
、
建
替
え
完
了
ま
で
の
間
は
仮
移
転

先
で
の
事
業
運
営
と
な
る
。
こ
れ
ま
で

法
人
本
部
を
含
め
１
ヶ
所
に
ま
と
ま
っ

て
い
た
武
蔵
村
山
市
内
の
５
つ
の
拠
点

が
４
ヶ
所
に
分
散
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
に
よ
り
運
営
に
不
具
合
が
生
じ
な

い
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　

瑞
穂
町
よ
り
指
定
を
受
け
て
運
営
し

て
い
る
瑞
穂
町
心
身
障
害
者（
児
）福
祉

セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
の
障
害
児
等
タ
イ
ム

ケ
ア
事
業
の
廃
止
が
昨
年
末
に
決
ま
っ

た
こ
と
を
受
け
、
今
年
度
中
に
利
用
者

の
移
行
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
年
度
は
５
年
間
の
指
定
管
理
期
間
の

最
終
年
度
に
あ
た
る
が
、
次
年
度
以
降

の
動
き
に
つ
い
て
も
瑞
穂
町
と
協
議
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

法
人
施
設
の
建
替
え
、
瑞
穂
町
心
身

障
害
者（
児
）福
祉
セ
ン
タ
ー
の
タ
イ
ム

ケ
ア
廃
止
、
こ
れ
に
伴
う
新
た
な
事
業

展
開
に
向
け
大
き
な
動
き
が
あ
り
、
今

年
度
は
変
化
の
年
、
否
、
変
化
に
向
け

た
準
備
の
年
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
年
度
10
月
よ
り
就
労
選
択
支
援
事
業

が
開
始
さ
れ
る
が
、
環
境
が
変
化
す
る

中
で
新
た
な
取
り
組
み
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
は
当
然
事
業
所
に
と
っ
て
も
従

業
員
に
と
っ
て
も
負
荷
が
増
す
こ
と
に

な
る
た
め
、
実
施
に
つ
い
て
は
状
況
を

み
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

法
人
の
基
本
方
針
の
一
つ
で
も
あ
る

「
新
し
い
事
業
に
挑
戦
し
続
け
る
」に
は

変
化
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
変
化
に
は

そ
れ
な
り
の
労
力
が
伴
う
。
今
年
度
、

来
年
度
と
私
達
は
変
化
に
対
応
す
る
力

が
試
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
皆
で
協

力
し
な
が
ら
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

【
福
祉
事
業
活
動
】

　

法
人
施
設
建
替
え
後
は
生
活
介
護
事

業
と
就
労
移
行
支
援
事
業
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
こ
れ
等
も
踏
ま
え
、
建

替
え
後
の
組
織
体
制
の
見
直
し
を
進
め

る
。

　

法
人
施
設
の
建
替
え
に
よ
り
今
後
大

き
な
出
費
が
続
き
厳
し
い
運
営
状
況
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
建

替
え
の
間
は
仮
設
作
業
場
で
事
業
を
行

う
こ
と
に
な
る
。
環
境
変
化
に
よ
る
影

響
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
移
転
に
よ
る

運
営
や
支
援
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
る
様
留
意
し
て
事
業
継
続
を
行
う
。

利
用
率
の
確
保
と
と
も
に
無
駄
な
支
出

を
極
力
抑
え
て
い
く
。

　

職
員
の
資
質
向
上
へ
の
取
組
み
と
し

て
、
人
事
考
課
を
通
じ
て
個
々
の
目
標

や
役
割
を
確
認
し
職
員
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
図
る
。
業
務
や
キ
ャ
リ
ア
に

応
じ
た
研
修
の
受
講
、
支
援
に
求
め
ら

れ
る
知
識
や
技
術
に
関
す
る
研
修
の
実

施
、
職
員
の
福
祉
専
門
資
格
取
得
支
援

を
実
施
す
る
。
各
職
員
が
業
務
で
そ
の

能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
法
人
の
定
め

た
基
本
方
針
に
従
い
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
相
談
窓
口
担
当
の
資
質
向
上
を

図
る
。

　

利
用
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
。
各
現
場
で
は
虐
待
防
止

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
中
心
と
な
り
、
日
々
の

支
援
を
通
し
て
虐
待
の
予
防
、
虐
待
を

見
逃
さ
な
い
体
制
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
。

虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議
及
び
虐
待

防
止
委
員
会
、
身
体
拘
束
適
正
化
検
討

委
員
会
を
開
催
す
る
。

　

感
染
症
や
自
然
災
害
発
生
時
に
於
け

る
事
業
継
続
の
た
め
の
対
策
を
講
じ
る
。

感
染
症
、
自
然
災
害
の
各
対
策
委
員
会

に
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
証
を
行

う
と
共
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
訓

練
及
び
研
修
を
実
施
す
る
。

【
就
労
支
援
事
業
活
動
】

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
に
於
け
る

就
労
支
援
事
業
は
、
利
用
者
の
業
務
及

び
工
賃
の
維
持
・
向
上
の
為
、
事
業
の

受
注
増
や
新
規
事
業
の
獲
得
に
努
め
て

い
く
。
武
蔵
村
山
市
と
の
委
託
契
約
で

あ
る
紙
お
む
つ
給
付
事
業
を
引
き
続
き

実
施
す
る
。
ど
の
作
業
も
丁
寧
で
確
実

な
仕
事
を
心
掛
け
て
い
く
。

　

Ｂ
型
に
お
け
る
目
標
平
均
工
賃
を
あ

か
つ
き
授
産
所
４
５
，０
０
０
円
、
ス

ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
３
１
，０
０
０
円
、

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
２
１
，０
０
０
円

と
す
る
。

　

併
せ
て
、
就
労
支
援
事
業
を
通
し
て

就
業
ス
キ
ル
と
就
労
意
欲
の
向
上
を
図

り
、
一
般
就
労
希
望
者
に
対
し
て
、
関

係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
就
労
支
援
を

行
う
。
ま
た
、
一
般
就
労
を
し
た
者
へ

定
着
支
援
を
実
施
す
る
。

【
指
定
管
理
事
業
】

　

今
年
度
よ
り
、
最
初
の
受
託
か
ら
４

期
目
に
入
っ
た
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
瑞

穂
町
福
祉
作
業
所
は
、
ま
す
ま
す
進
む

利
用
者
や
利
用
者
ご
家
族
の
高
齢
化
に

よ
る
課
題
へ
対
応
す
る
こ
と
と
、
生
活

の
充
実
が
図
れ
る
よ
う
支
援
を
行
う
。

　

今
年
度
末
で
指
定
管
理
期
間
終
了
と

な
る
瑞
穂
町
心
身
障
害
者（
児
）福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
ゆ
み
で
は
障
害
児
等
タ
イ
ム

ケ
ア
の
閉
鎖
も
決
ま
っ
た
。
タ
イ
ム
ケ

ア
利
用
児
童
の
他
事
業
所
へ
の
引
継
ぎ

を
行
い
な
が
ら
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ

て
支
援
を
行
う
。
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
介
助
を
伴
う
重
度
の
障
が

い
が
あ
っ
て
も
生
産
活
動
に
参
加
で
き

る
よ
う
な
体
制
作
り
と
生
産
活
動
の
幅

を
広
げ
、
社
会
参
加
へ
の
機
会
を
増
や

し
て
い
く
。

【
地
域
生
活
】

　

コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す

る
利
用
者
の
地
域
生
活
に
向
け
た
ニ
ー

ズ
の
把
握
と
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、

ご
本
人
の
意
思
決
定
を
支
援
し
、
ご
本

人
の
意
思
を
尊
重
な
が
ら
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
に
繋
げ
て
い
く
。

　

武
蔵
村
山
市
、
瑞
穂
町
よ
り
そ
れ
ぞ

令
和
７
年
度
事
業
計
画
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法
人
施
設
の
建
屋
建
替
え
に
向
け
、

前
年
度
よ
り
具
体
的
に
準
備
を
進
め

て
き
た
結
果
、
７
月
に
施
設
整
備
補
助

事
業
の
申
請
認
可
が
下
り
た
。
し
か
し
、

急
激
な
物
価
や
人
件
費
高
騰
の
あ
お
り

を
ま
と
も
に
受
け
、
入
札
は
不
調
と
な

り
、
当
初
建
築
設
計
の
大
幅
な
見
直
し

を
迫
ら
れ
た
。
年
度
も
差
し
迫
っ
た
３

月
の
再
入
札
で
請
負
業
者
が
決
ま
り
、

何
と
か
年
度
内
に
仮
設
作
業
所
の
改
修

工
事
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

れ
委
託
さ
れ
て
い
る
障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
労
を
希
望
す
る
障

が
い
者
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
。

就
労
に
向
け
様
々
な
機
会
を
設
け
、
就

職
に
繋
げ
る
と
同
時
に
就
労
定
着
に
力

を
入
れ
る
。

【
地
域
福
祉
】

　

地
域
の
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に
尽

力
し
て
い
く
。
自
立
支
援
協
議
会
や
障

害
支
援
区
分
審
査
会
へ
委
員
を
派
遣
す

る
と
と
も
に
、
自
立
支
援
協
議
会
の
各

　

町
の
指
定
管
理
で
運
営
し
て
い
る
瑞

穂
町
心
身
障
害
者(

児)

福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
み
の
障
害
児
等
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業

の
廃
止
が
年
末
の
町
議
会
で
決
定
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
年
明
け
に
は
職
員
及
び

保
護
者
向
け
説
明
会
を
実
施
し
た

　

令
和
６
年
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
今
な
お

復
興
途
上
に
あ
る
。
震
災
後
に
被
災
障

が
い
者
の
支
援
の
た
め
に
Ｊ
Ｄ
Ｆ
能
登

支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
そ
こ
へ

部
会
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
。

他
に
も
地
域
の
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、

地
域
の
障
が
い
者
・
児
の
生
活
が
よ
り

豊
か
と
な
る
よ
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、
地

域
交
流
会
を
実
施
す
る
他
、
瑞
穂
町
に

於
い
て
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

相
談
支
援
の
窓
口
を
開
設
し
て
い
く
。

地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

す
る
。

令和７年度あかつきコロニー予算書
（自）令和７年４月１日　　（至）令和８年３月 31 日

法人全体 （単位：千円）
勘　　定　　科　　目 本年度予算 前年度予算 差異

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収　

入

就労支援事業収入 74,750 76,070 △ 1,320
障害福祉サービス等事業収入 348,599 351,572 △ 2,973
生活保護事業収入 600 600 0
その他の事業収入 960 5,580 △ 4,620
借入金利息補助金収入 0 0 0
経常経費寄附金収入 260 280 △ 20
受取利息配当金収入 14 14 0
その他の収入 97 13,316 △ 13,219
　事業活動収入計（１） 425,280 447,432 △ 22,152

支　

出

人件費支出 277,216 265,546 11,670
事業費支出 37,501 35,755 1,746
事務費支出 61,866 60,184 1,682
就労支援事業支出 74,750 76,070 △ 1,320
支払利息支出 0 0 0
その他の支出 0 112 △ 112
　事業活動支出計（２） 451,333 437,667 13,666

事業活動資金収支差額（３）＝（１）－（２） △ 26,053 9,765 △ 35,818
施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収　

入

施設整備等補助金収入 6,000 300 5,700
設備資金借入金収入 116,000 0 116,000
その他の施設整備等による収入 0 0 0
　施設整備等収入計（４） 122,000 300 121,700

支　

出

設備資金借入金元金償還支出 0 0 0
固定資産取得支出 102,750 32,627 70,123
その他の施設整備等による支出 0 730 △ 730
　施設整備等支出計（５） 102,750 33,357 69,393

施設整備等資金収支差額（６）＝（４）－（５） 19,250 △ 33,057 52,307
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収　

入

積立資産取崩収入 8,810 35,800 △ 26,990
拠点区分間長期借入金収入 0 0
拠点区分間繰入金収入 9,854 41,466 △ 31,612
サービス区分間繰入金収入 0 4,088 △ 4,088
　その他の活動による収入計（７） 18,664 81,354 △ 62,690

支　

出

積立資産支出 0 19,810 △ 19,810
拠点区分間長期借入金返済支出 0 0 0
拠点区分間繰入金支出 9,854 41,311 △ 31,457
サービス区分間繰入金支出 0 4,088 △ 4,088
　その他の活動による支出計（８） 9,854 65,209 △ 55,355

　その他の活動資金収支差額（９）＝（７）－（８） 8,810 16,145 △ 7,335
予備費支出（10） 2,007 6,121 △ 4,114
当期資金収支差額合計（11）=（３）＋（６）＋（９）－（10） 0 △ 13,268 13,268

前期末支払資金残高（12） 0 0
当期末支払資金残高（11）＋（12） 0 △ 13,268 13,268

令
和
６
年
度
事
業
報
告
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職
員
１
名
を
派
遣
し
た
。

　

職
員
人
財
確
保
は
年
々
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
退
職
し
た
職
員
の
補
充
が

進
ま
ず
各
職
員
の
業
務
負
担
が
増
す
状

況
が
長
期
間
解
消
さ
れ
な
い
中
で
、
支

援
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
努
め
た
。
人

手
不
足
は
何
処
の
業
界
で
も
直
面
し
て

い
る
課
題
で
あ
る
が
、
直
接
対
人
支
援

を
行
う
福
祉
分
野
で
は
と
り
わ
け
深
刻

と
い
え
る
。
当
法
人
も
、
今
後
の
事
業

展
開
を
図
る
上
で
、
人
財
確
保
・
育
成
・

定
着
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
福
祉
事
業
活
動
】

　

８
月
に
施
設
整
備
補
助
の
内
示
が
降

り
、
入
札
に
向
け
準
備
を
進
め
る
と
同

時
に
福
祉
医
療
機
構
へ
の
借
入
の
申
請

を
行
っ
た
。
最
初
の
入
札
が
不
調
に
終

わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
計
画
は
大
幅
に

遅
れ
、
年
度
内
の
事
業
所
仮
移
転
は
出

来
な
か
っ
た
も
の
の
、
３
月
の
再
入
札

で
工
事
請
負
事
業
者
と
契
約
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
、
仮
設
作
業
所
の
改
修
工

事
に
着
手
し
た
。

　

無
駄
な
支
出
が
な
い
よ
う
経
費
削
減

に
取
り
組
み
、
請
求
業
務
で
は
取
り
こ

ぼ
し
が
な
い
よ
う
注
意
を
払
っ
た
。
法

人
全
体
と
し
て
の
新
規
利
用
者
数
は
、

６
名
と
な
っ
た
が
年
度
初
め
か
ら
年

度
末
の
増
減
状
況
は
△
４
名
で
あ
っ
た
。

報
酬
改
定
に
よ
る
収
益
性
は
あ
が
っ
た

一
方
で
、
利
用
率
を
上
げ
る
こ
と
は
難

し
か
っ
た
。
新
規
利
用
者
の
受
け
入
れ

が
思
う
程
に
は
進
ま
な
か
っ
た
ほ
か
、

利
用
者
の
高
齢
化
や
障
が
い
特
性
に
よ

る
不
安
定
さ
が
利
用
率
に
影
響
し
て
い

る
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
あ
か
つ
き
授
産

所
及
び
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
於
い
て

第
三
者
評
価
を
実
施
し
た
。

　

正
規
職
員
に
対
し
人
事
考
課
を
実
施

し
、
個
々
の
職
員
の
役
割
を
確
認
し
職

業
人
と
し
て
の
意
識
、
資
質
の
向
上

を
図
っ
た
。
９
月
に「
仕
事
に
対
す
る

姿
勢
」を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
を
実

施
し
た
。
そ
の
他
に
全
職
員
を
対
象
に

動
画
配
信
に
よ
る
短
時
間
研
修
の
視
聴

を
毎
月
課
し
て
お
り
、
進
捗
状
況
に
差

は
あ
る
も
の
の
概
ね
受
講
で
き
て
い
た
。

１
名
の
職
員
に
社
会
福
祉
主
事
任
用
資

格
取
得
に
向
け
た
資
格
認
定
通
信
課
程

の
受
講
支
援
を
行
っ
た
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
直
接
の
相

談
や
報
告
は
上
が
ら
な
か
っ
た
一
方
で
、

下
半
期
に
実
施
し
た
実
態
調
査
で
は
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
が
相
談
に
至

ら
ず
内
に
収
め
て
い
る
ケ
ー
ス
が
窺
え

資金収支計算書
（自）令和６年４月１日 　（至）令和７年３月 31 日

（単位：円）
勘　定　科　目 予　算 決　算 差　異

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収　

入

就労支援事業収入 76,070,000 69,873,548 6,196,452
障害福祉サービス等事業収入 351,572,000 352,804,137 △ 10,4401,232,137
生活保護事業収入 600,000 607,580 △ 7,580
その他の事業収入 5,580,000 5,219,700 360,300
経常経費寄附金収入 280,000 339,113 △ 59,113
受取利息配当金収入 14,000 72,674 △ 58,674
その他の収入 13,316,000 13,219,183 96,817
　事業活動収入計（1） 447,432,000 442,135,935 5,296,065

支　

出

人件費支出 265,546,000 262,897,587 2,648,413
事業費支出 35,755,000 30,989,431 4,765,569
事務費支出 60,184,000 54,851,463 5,332,537
就労支援事業支出 76,070,000 70,925,915 5,144,085
その他の支出 112,000 119,711 △ 7,711
　事業活動支出計（2） 437,667,000 419,784,107 17,882,893

　事業活動資金収支差額（3）=（1）－（2） 9,765,000 22,351,828 △ 12,586,828
施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等補助金収入 300,000 300,000
　施設整備等収入計（4） 300,000 300,000

支
出

固定資産取得支出 32,627,000 32,627,100 △ 100
その他の施設整備等による支出 730,000 729,600 400
　施設整備等支出計（5） 33,357,000 33,356,700 300

　施設整備等資金収支差額（6）=（4）－（5） △ 33,057,000 -33,056,700 △ 300
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

積立資産取崩収入 35,800,000 35,800,000
　その他の活動収入計（7） 35,800,000 35,800,000

支
出

積立資産支出 19,810,000 19,810,000
　その他の活動支出計（8） 19,810,000 19,810,000

　その他の活動資金収支差額（9）=（7）－（8） 15,990,000 15,990,000
予備費支出（10） 6,121,000 6,121,000

当期資金収支差額合計（11）=（3）+（6）+（9）－（10） △ 13,423,000 5,285,128 △ 18,708,128

前期末支払資金残高（12） 116,181,995 △ 116,181,995
当期末支払資金残高（11）+（12） △ 13,423,000 121,467,123 △ 134,890,123
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た
こ
と
か
ら
相
談
し
易
い
窓
口
の
有
り

方
に
つ
い
て
次
年
度
課
題
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
と
し
た
。

　

虐
待
の
予
防
、
虐
待
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
、
全
職
員
を
対
象
と
し
た
虐
待
防

止
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
結
果
を
虐
待

防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議
内
で
共
有
、
分

析
と
対
応
の
検
討
を
行
い
各
現
場
へ

降
ろ
し
て
い
っ
た
。
虐
待
防
止
マ
ネ

ジ
ャ
ー
会
議
を
３
回
、
虐
待
防
止
委
員

会
を
２
回
、
身
体
拘
束
適
正
化
検
討
委

員
会
を
３
回
実
施
し
た
。
ま
た
、
外
部

虐
待
防
止
研
修
の
受
講
と
受
講
者
に
よ

る
伝
達
研
修
を
行
っ
た
。

　

視
聴
型
研
修
を
利
用
し
て
感
染
症
、

自
然
災
害
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を
実

施
し
た
。
自
然
災
害
時
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ

Ｐ
に
則
り
、
震
災
発
生
時
模
擬
訓
練
を

実
施
し
、
避
難
時
の
問
題
点
等
検
証
を

行
な
っ
た
。
併
せ
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

【
就
労
支
援
事
業
活
動
】

　

取
引
先
か
ら
の
信
用
・
信
頼
を
失

わ
な
い
よ
う
丁
寧
で
確
実
な
仕
事
を

心
掛
け
た
。
新
た
な
事
業
の
獲
得
は
な

か
っ
た
が
、
受
注
減
と
な
っ
た
作
業
に

つ
い
て
は
他
の
作
業
で
補
填
で
き
る
よ

う
業
務
獲
得
に
努
め
、、
原
料
の
値
上

げ
に
伴
う
単
価
交
渉
の
結
果
、
増
収
に

繋
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。
各
事
業
所
の

平
均
工
賃
は
あ
か
つ
き
授
産
所
が
目

標
額
３
５
，０
０
０
円
に
対
し
て
３
７
，

４
３
８
円
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
は
目

標
額
２
５
，３
０
０
円
に
対
し
て
３
０
，

３
３
８
円
、
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
は
目

標
額
２
０
，０
０
０
円
に
対
し
て
２
０
，

７
１
６
円
と
な
り
、
各
事
業
所
共
に
目

標
工
賃
を
達
成
す
る
事
が
出
来
た
。

　

一
般
就
労
希
望
者
に
対
し
て
就
労
支

援
を
行
っ
た
。
あ
か
つ
き
授
産
所
で
２

名
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
で
１
名
の
一

般
就
職
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
併

せ
て
、
一
般
就
労
を
し
た
者
へ
定
着
支

援
を
行
っ
た
が
、
利
用
期
間
中
の
離
職

者
は
１
名
だ
っ
た
。

【
指
定
管
理
事
業
】

　

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
は
、
利
用
者
が

慣
れ
た
環
境
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
次
期
指
定
管
理
公
募
に
応
募
し
、

引
き
続
き
５
年
間
の
指
定
管
理
契
約
を

締
結
し
た
。
ま
た
、
昼
食
費
負
担
軽
減

の
た
め
に
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開

始
し
た
。
リ
ス
ク
対
応
を
視
野
に
入
れ

た
支
援
体
制
作
り
を
行
っ
た
。

　

瑞
穂
町
心
身
障
害
者（
児
）福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
ゆ
み
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

事業活動計算書
（自）令和６年４月１日 　（至）令和７年３月 31 日

（単位：円）
勘　定　科　目 当年度決算 前年度決算 増　減

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収　

益

就労支援事業収益 69,873,548 73,930,768 △ 4,057,220
障害福祉サービス等事業収益 352,804,137 322,745,775 30,058,362
生活保護事業収益 607,580 648,020 △ 40,440
その他の事業収益 5,219,700 5,219,700
経常経費寄附金収益 339,113 278,973 60,140
　サービス活動収益計（1） 428,844,078 397,603,536 31,240,542

費　

用

人件費 262,214,587 257,671,949 4,542,638
事業費 30,989,431 28,617,283 2,372,148
事務費 55,018,663 24,587,911 30,430,752
就労支援事業費用 71,690,421 75,636,513 △ 3,946,092
減価償却費 10,086,855 9,947,762 139,093
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 4,920,049 △ 4,929,827 9,778
　サービス活動費用計（2） 425,079,908 391,531,591 33,548,317

　サービス活動増減差額（3）=（1）－（2） 3,764,170 6,071,945 △ 2,307,775
サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
益

借入金利息補助金収益 5,304 -5,304
受取利息配当金収益 74,177 2,565 71,612
その他のサービス活動外収益 13,219,183 391,732 12,827,451
　サービス活動外収益計（4） 13,293,360 399,601 12,893,759

費
用

支払利息 4,071 △ 4,071
その他のサービス活動外費用 119,711 118,888 823
　サービス活動外費用計（5） 119,711 122,959 △ 3,248

サービス活動外増減差額（6）=（4）－（5） 13,173,649 276,642 12,897,007
経常増減差額（7）=（3）+（6） 16,937,819 6,348,587 10,589,232

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等補助金収益 300,000 300,000
拠点区分間固定資産移管収益 280,326 △ 280,326
　特別収益計（8） 300,000 280,326 19,674

費
用

固定資産売却損・処分損 1 3 -2
拠点区分間固定資産移管費用 280,326 △ 280,326

特別費用計（9） 1 280,329 △ 280,328
特別増減差額（10）=（8）－（9） 299,999 -3 300,002

当期活動増減差額（11）=（7）+（10） 17,237,818 6,348,584 10,889,234
繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

前期繰越活動増減差額（12) 55,504,347 54,984,885 519,462
当期末繰越活動増減差額（13）=（11）+（12） 72,742,165 61,333,469 11,408,696

基本金取崩額（14） 3,760,878 △ 3,760,878
その他の積立金取崩額（15） 35,800,000 35,800,000
その他の積立金積立額（16） 19,811,503 9,590,000 10,221,503

次期繰越活動増減差額（17）=（13）+（14）+（15）－（16） 88,730,662 55,504,347 33,226,315
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タ
ー
で
は
地
域
ま
つ
り
の
参
加
に
向
け

自
主
製
品
制
作
を
行
っ
た
ほ
か
、
生
産

活
動
の
一
環
と
し
て
ア
ル
ミ
缶
潰
し
を

実
施
し
、
こ
れ
等
の
売
上
を
利
用
者
に

分
配
し
た
。
障
害
児
等
タ
イ
ム
ケ
ア
で

は
ダ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
屋
外
活
動
と

し
て
食
事
会
や
ボ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
し

た
。

【
地
域
生
活
】

　

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ご
本
人
の
意
思
を
尊
重
し

な
が
ら
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
ら
れ

る
よ
う
意
識
し
て
取
り
組
ん
だ
。
地
域

生
活
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
課
題

を
整
理
し
た
上
で
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
調
整
に
努
め

た
。
計
画
等
の
作
成
数
は
６
１
８
件
と

な
っ
た
。

　

地
域
の
障
が
い
者
就
労
支
援
を
担
う
、

武
蔵
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
と
ら
い
で
は
登
録
者
数
は
４
７
０

名
と
な
っ
た
。
就
職
者
数
は
42
名
で
、

そ
の
う
ち
21
名
が
職
場
開
拓
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
。
離
職
者
は
31
名
と
な
り
、

長
年
勤
め
る
中
で
生
じ
た
ひ
ず
み
に
よ

り
調
整
困
難
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
目

立
っ
た
。
一
方
、
瑞
穂
町
障
害
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
の
登
録
者
数
は
１
７
２

名
、
就
職
者
数
は
15
名
で
前
年
度
と
ほ

ぼ
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
離
職
者
は
４

名
で
前
年
度
か
ら
半
減
し
た
。
利
用
者

の
支
援
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
努
め
た

が
、
２
つ
の
セ
ン
タ
ー
と
も
に
職
員
体

制
が
な
か
な
か
整
わ
ず
苦
慮
し
た
。

【
地
域
福
祉
】

　

自
立
支
援
協
議
会
や
障
害
支
援
区
分

審
査
会
へ
委
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

自
立
支
援
協
議
会
の
各
部
会
の
ほ
か
、

就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
、
精
神
業
務

連
絡
会
、
地
域
連
携
会
議
、
社
会
福

祉
法
人
連
絡
会
等
の
会
議
に
参
加
し
た
。

ま
た
、
地
域
貢
献
事
業
の
う
ち
、
瑞
穂

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
相
談

窓
口
設
置
の
他
に
フ
ー
ド
リ
レ
ー
、
車

椅
子
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
一
方

で
地
域
子
供
交
流
会
に
つ
い
て
は
実
施

を
見
送
っ
た
。

貸借対照表
令和７年３月 31 日現在

（単位：円）
資　産　の　部 負　債　の　部

当年度末 前年度末 増　　減 当年度末 前年度末 増　　減
流動資産 159,347,361 155,877,795 3,469,566 流動負債 47,593,637 50,317,682 △2,724,045
　現金預金 113,651,234 114,613,423 △962,189 　事業未払金 11,612,066 13,597,023 △1,984,957
　事業未収金 6,674,254 7,732,603 △1,058,349 　その他の未払金 23,854,112 20,709,067 3,145,045
　未収金 36,633,448 31,442,621 5,190,827 　預り金 92,000 3,630,390 △3,538,390
　商品・製品 1,305,524 673,270 632,254 　職員預り金 515,459 178,202 337,257
　原材料 501,077 907,848 △406,771 　賞与引当金 11,520,000 12,203,000 △683,000
　立替金 521,824 478,030 43,794 負債の部合計 47,593,637 50,317,682 △2,724,045
　仮払金 60,000 30,000 30,000 純 資 産 の 部
固定資産 272,450,712 266,326,554 6,124,158 基本金 152,417,730 152,417,730
基本財産 174,107,605 180,909,057 △6,801,452 　基本金 152,417,730 152,417,730
　土地 92,920,862 92,920,862 国庫補助金等特別積立金 93,162,793 98,082,842 △4,920,049
　建物 80,886,743 87,688,195 △6,801,452 　国庫補助金等特別積立金 93,162,793 98,082,842 △4,920,049
基本特定積立資産 300,000 300,000 その他の積立金 49,893,251 65,881,748 △15,988,497
その他の固定資産 98,343,107 85,417,497 12,925,610 　備品購入積立金 10,184,337 10,184,337
　構築物 2 2 　修繕積立預金 10,338,886 27,838,886 △17,500,000
　機械及び装置 3,302,989 4,017,290 △714,301 　人件費積立金 2,468,525 2,468,525
　車輌運搬具 380,072 560,693 △180,621 　施設整備積立金 13,700,000 17,000,000 △3,300,000
　器具及び備品 2,474,377 3,006,136 △531,759 　工賃変動積立資産 3,700,628 2,290,000 1,410,628
　建設仮勘定 38,500,000 6,600,000 31,900,000 　設備等整備積立資産 9,200,875 5,800,000 3,400,875
　権利 177,714 177,714 　基本特定積立金 300,000 300,000
　ソフトウェア 934,422 3,056,034 △2,121,612 次期繰越活動増減差額 88,730,662 55,504,347 33,226,315
　備品購入積立資産 10,184,337 10,184,337 　次期繰越活動増減差額 88,730,662 55,504,347 33,226,315
　修繕積立資産 10,338,886 27,838,886 △17,500,000 　（うち当期活動増減差額） 17,237,818 6,348,584 10,889,234
　人件費積立資産 2,468,525 2,468,525
　施設整備積立資産 13,700,000 17,000,000 △3,300,000
　工賃変動積立資産 3,700,628 2,290,000 1,410,628
　設備等整備積立資産 9,200,875 5,800,000 3,400,875
　差入保証金 2,636,000 2,408,000 228,000
　長期前払費用 344,280 9,880 334,400 純資産の部合計 384,204,436 371,886,667 12,317,769
資産の部合計 431,798,073 422,204,349 9,593,724 負債及び純資産の部合計 431,798,073 422,204,349 9,593,724
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財　産　目　録
令和 7 年３月 31 日 現在

（単位：円）
貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額

Ⅰ　資産の部
１　流動資産
　現金預金 － 運転資金として － － 113,651,234
　事業未収金 － 就労支援事業収入未収金 － － 6,674,254
　未収金 － 3 月分　訓練等給付費　等 － － 36,633,448
　商品・製品 － 就労支援事業商品棚卸し － － 1,305,524
　原材料 － 就労支援事業材料棚卸し － － 501,077
　立替金 － 3 月分　水道光熱費　他 － － 521,824
　仮払金 － 3 月分　諸経費 － － 60,000

流動資産合計 159,347,361
２　固定資産
　（1）基本財産

　土地 法人本部拠点４ 第二種社会福祉事業、
公益事業に使用 92,920,862 92,920,862

　建物 法人本部拠点７、
あかつき授産所拠点１

第二種社会福祉事業、
公益事業に使用 385,993,499 305,106,756 80,886,743

　基本特定積立資産 基本財産として保有する － － 300,000
基本財産合計 174,107,605

　（2）その他の固定資産

　構築物 避難用ブリッジ
あかつき授産所拠点 － 第二種社会福祉事業である

あかつき授産所に使用 675,000 674,998 2

　機械及び装置 給湯器等　計 33 点 － 事業運営に使用 27,222,198 23,919,209 3,302,989

　車輌運搬具 計 5 台 － 利用者送迎、相談支援、
就労支援事業用 5,370,740 4,990,668 380,072

　器具及び備品 ＰＣ、空調設備等
計 56 点 － 事業運営に使用 22,517,936 20,043,559 2,474,377

　建設仮勘定 建替え用 － － 38,500,000
　権利 電話加入権 － 事業運営に使用 177,714 － 177,714
　ソフトウェア 会計ソフト　支援システム 事業運営に使用 6,502,980 5,568,558 934,422

　備品購入積立資産 りそな銀行　村山支店 － 器具・機械等の購入・
交換の目的のための積立 － － 10,184,337

　修繕積立資産 りそな銀行　村山支店
多摩信用金庫残堀店 － 器具・機械・建物等の修理・

修繕の目的のための積立 － － 10,338,886

　人件費積立資産 多摩信用金庫　残堀支店 － 給与及び賃金等、職員処遇に
必要な経費に充てるための積立 － － 2,468,525

　施設整備積立資産 りそな銀行　村山支店 － 将来における建物建替えの
目的のための積立 － － 13,700,000

　工賃変動積立資産 りそな銀行　村山支店 － 利用者工賃に必要な経費に
充てるための積立 － － 3,700,628

　設備等整備積立資産 りそな銀行　村山支店 －
就労支援事業に要する機械等
の購入・交換、修理の目的の
ための積立

－ － 9,200,875

　差入保証金 敷金 － 駐車場、仮移転先敷金 － － 2,636,000
　長期前払費用 － 礼金、保証委託料 － － 344,280

その他の固定資産合計 98,343,107
固定資産合計 272,450,712
資産合計 431,798,073

Ⅱ　負債の部
１　流動負債
　事業未払金 － 水道光熱費　利用者工賃　他 － － 11,612,066
　その他の未払金 － 水道光熱費　職員給与　他 － － 23,854,112
　預り金 － 補助金返還分 － － 92,000
　職員預り金 － 雇用保険料、社会保険料、所得税 － － 515,459
　賞与引当金 － － － 11,520,000

流動負債合計 47,593,637
 2　固定負債
　　設備資金借入金 独立行政法人福祉医療機構 － － －

固定負債合計
負債合計 47,593,637
差引純資産 384,204,436

評議員会

理 事 会監　　事

法　

人　

本　

部

営
業
部

（
印
刷
・
ウ
エ
ス
販
売
）

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

あ
か
つ
き
授
産
所

（
定
員
40
名
）

作
業
部
一
課
・
印
刷

（
紙
お
む
つ
・
ゴ
ル
フ
・

　

印
刷
）

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・

就
労
定
着
支
援

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か

（
定
員
30
名
）

作
業
部
二
課

（
ウ
エ
ス
事
業
）

特
定
相
談
支
援
・

障
害
児
相
談
支
援

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー

作
業
部
三
課

（
箱
折
り
・
革
製
品
・
他
）

武
蔵
村
山
市
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

と
ら
い

ま
ど
か
作
業
部

（
封
入
作
業
・

　

部
品
加
工
・

　

箱
折
り
他
）

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

さ
く
ら
（
定
員
30
名
）

リ
サ
イ
ク
ル
選
瓶
作
業
・

箱
折
り
・
斎
場
清
掃
・

他

瑞
穂
町
心
身
障
害
者（
児
）

福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
み

地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
型

（
定
員
20
名
）

瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

障
害
児
等
タ
イ
ム
ケ
ア

（
定
員
20
名
）

あかつきコロニー組織図
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あ
か
つ
き
授
産
所

　

５
月
29
日
、
30
日
の
二
日
間
で
法
人

本
部
よ
り
、
４
拠
点
へ
の
引
越
し
が
完

了
致
し
ま
し
た
。

　

一
課
・
印
刷
部
５
名
と
作
業
部
２
課

17
名
の
計
22
名
は
第
一
作
業
所
へ
、
一

課
・
印
刷
部
９
名
と
作
業
部
三
課
13
名

の
計
22
名
は
第
二
作
業
所
に
分
か
れ
て

の
移
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

作
業
部
三
課
に
つ
い
て
は
先
行
し
て

段
階
を
追
い
な
が
ら
引
越
し
を
行
い
、

作
業
時
間
と
作
業
参
加
人
数
を
増
や
し

て
い
き
な
が
ら
、
作
業
場
の
環
境
に
慣

れ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

第
一
、
第
二
作
業
所
と
も
に
、
作
業

ス
ペ
ー
ス
と
動
線
の
確
保
、
席
の
配
置
、

送
迎
体
制
な
ど
と
不
安
な
点
が
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、
配
置
後
は
想
像
以
上
に

良
い
作
業
場
が
完
成
し
、
肩
の
荷
が
お

り
ま
し
た
。

　

移
転
先
と
い
う
大
き
な
環
境
の
変

化
か
ら
、
約
二
ヶ
月
経
過
し
ま
し
た

が
、
特
に
要
望
や
相
談
、
不
満
な
ど
を

お
聞
き
す
る
事
が
な
く
、
今
で
は
皆
さ

ん
が
以
前
と
変
わ
ら
ず
生
き
生
き
と
作

業
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
る
様
子
が

伺
え
ま
す
。
そ
ん
な
移
転
時
の
多
忙
な

日
々
も
少
し
ず
つ
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
、
７
月
19
日
に
は
夏
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

外
れ
の
な
い
ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、
お
目

当
て
の
景
品
を
と
る
た
め
大
い
に
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

後
は
と
ん
で
ん
で
昼
食
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
日
は
土
用
丑
の
日
た
め
、
鰻

の
ひ
つ
ま
ぶ
し
を
選
ん
で
い
る
方
が
多

く
見
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
短

い
時
間
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
食
事
処
で
は
久
し
ぶ
り

に
授
産
所
が
集
合
し
た
た
め
、
笑
顔
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

約
一
年
間
、
作
業
所
は
分
か
れ
て
い

ま
す
が
、
連
携
を
図
り
良
い
支
援
を
継

続
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
茂
木　

伸
之
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か

　

６
月
よ
り
仮
移
転
で
あ
る
村
山
団
地

に
て
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
慣

れ
な
い
環
境
の
中
で
職
員
・
利
用
者
共

に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

引
越
し
ま
で
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
色
々
と
あ
り
ま
し
た
が
、

中
で
も
一
番
の
懸
念
だ
っ
た
通
所
問
題

を
解
消
す
る
た
め
、
ま
ど
か
で
は
新
た

に
送
迎
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

引
っ
越
し
前
は
、
作
業
場
が
１
階
と

２
階
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
村

山
団
地
で
は
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
な
っ
た

こ
と
で
作
業
が
や
り
や
す
い
面
も
あ
れ

ば
、
一
方
で
静
か
な
環
境
を
好
む
方
々

に
は
ど
う
な
の
か
を
考
え
た
り
、
資
材

を
置
く
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
引
越
し
前
よ
り
も
日
々
の
整
理
整
頓

の
大
切
さ
を
よ
り
強
く
実
感
し
た
り
と
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
作
業
場
作
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休
憩
室
が
な
い

た
め
、
作
業
時
間
中
の
休
憩
を
ど
こ
で

と
っ
て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
19
日
に
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
な
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
引
越

し
の
ド
タ
バ
タ
等
で
久
し
ぶ
り
の
行
事

と
な
り
ま
し
た
が
、
三
連
休
の
初
日
と

い
う
こ
と
で
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
る
と

い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
お
出
か
け
の
醍
醐

味
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
き
、
お
い
し

い
食
事
も
十
分
に
堪
能
で
き
、
皆
さ
ん

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

環
境
の
変
化
に
よ
る
心
配
、
不
安
な
ど

は
ど
う
し
て
も
出
て
く
る
も
の
で
す
が
、

大
小
の
様
々
な
問
題
を
一
緒
に
考
え
工

夫
し
な
が
ら
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
建
替
え
ま
で
の
期
間
、

ご
協
力
を
得
な
が
ら
施
設
運
営
を
し
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
藤
澤　

真
司
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら

　

現
在
、
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら

（
以
下
、
さ
く
ら
）に
は
31
名
の
利
用
者

が
登
録
し
て
お
り
、
毎
日
27
～
28
名
の

利
用
者
が
出
勤
し
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
作
業
は
箱
組
み
立
て
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
に
、
鰹
節
等
の
商
品
詰
め
、
段

ボ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
版
に
よ
る
緩

衝
材
作
成
、
車
で
使
用
さ
れ
る
ゴ
ム
管

の
加
工
、
結
束
バ
ン
ド
の
仮
止
め
作
成
、

自
主
製
品
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
数
多
く

の
作
業
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
瑞
穂
斎
場

の
清
掃
作
業
や
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の

ビ
ン
選
別
作
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
社
会
人
と
し
て
の
意
識
を

高
め
よ
う
と
い
う
風
潮
が
さ
く
ら
内
で

広
ま
り
つ
つ
あ
り
、
作
業
以
外
に
も
挨

拶
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
と
い
っ
た
面

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

作
業
以
外
で
は
瑞
穂
町
内
の
運
動
会

や
お
祭
り
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た

年
2
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
12
月
に

は
忘
年
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
月
平
均
工
賃
が
２
０
，７

１
６
円
で
し
た
が
、
今
年
度
は
さ
ら
な

る
工
賃
向
上
を
目
指
し
て
日
々
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
職
員
は
利
用
者
の
作
業

に
な
る
べ
く
加
わ
ら
ず
、
仕
事
の
流
れ

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
裏
方
に
徹
し
て

い
ま
す
。

　

さ
く
ら
の
利
用
者
が
自
信
に
満
ち
溢

れ
て
活
躍
し
て
い
る
姿
を
、
一
度
見
に

来
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

ま
た
本
気
で
仕
事
を
し
た
い
方
が
さ
く

ら
に
加
わ
る
の
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
、
職
員
一
同
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
西
出　

英
高
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み

　

あ
ゆ
み
の
近
況
に
つ
い
て
で
す
が
、

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、

４
月
に
は
近
隣
で
桜
の
花
見
、
５
月
に

は
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
で
の
外
食
、
６
月

に
は
地
域
に
あ
る
保
育
園
と
の
交
流
会
、

そ
し
て
、
瑞
穂
町
主
催
の
ふ
れ
あ
い
運

動
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
運

動
会
で
は
ズ
ー
ム
で
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
が
、
瑞
穂
町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
、
更
生
保
護
女
性
会
、
福
祉
課
職
員

の
方
々
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
も
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
来
年
の
ふ
れ
あ
い
運
動
会
は
、

ズ
ー
ム
で
の
参
加
で
は
な
く
現
地
会
場

で
の
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現
地

事
業
所
近
況
報
告
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会
場
に
お
い
て
も
感
染
予
防
を
行
い
な

が
ら
、
瑞
穂
町
内
の
障
害
者
団
体
の
皆

さ
ん
と
も
挨
拶
を
交
わ
し
、
競
技
を
通

し
て
楽
し
く
交
流
が
出
来
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
児
等
タ
イ
ム
ケ
ア
に
お

い
て
は
、
昨
年
度
末
に
瑞
穂
町
よ
り
今

年
度
末（
令
和
８
年
３
月
末
）で
の
事
業

終
了
が
決
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
今
年

度
中
で
利
用
者
皆
さ
ん
に
は
別
の
事
業

所
へ
移
行
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
保
護
者
様
と
計
画

相
談
事
業
所
で
新
し
く
出
来
た
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
へ
の
見
学
、

体
験
を
お
こ
な
い
な
が
ら
利
用
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で

す
。
ま
た
、
タ
イ
ム
ケ
ア
で
は
７
月
19

日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
は
夏
休
み
期
間

に
な
り
、
こ
の
期
間
中
で
は
夕
涼
み
会

や
食
事
会
等
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
２
つ
の
事
業
の
利
用
者
皆

さ
ん
が
、
あ
ゆ
み
内
外
で
の
活
動
・
交

流
に
お
い
て
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
職
員
一
同
安
全
を
期
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
五
十
嵐　

崇
）

◆�生まれも育ち
も武蔵村山で
す。趣味は怪
談を聞くこと。
よろしくお願
いします。

金子　正人さん
スペース・まどか

◆�６月より働かせて頂い
てます。以前は、全く
違う業種で働いていた
ため、未経験で右も左
もわからない状況です
が、作業所の皆様と共
に頑張りたいと思いま
す。よろしくお願いし
ます。

西　達彦さん
瑞穂町福祉作業所 さくら

◆�今年の１月より入社いた
しました。初めての職場
環境に慣れない事もあり
ますが、皆様の優しさに
支えられております。共
に成長できる様、邁進い
たしますので引き続き宜
しくお願い致します。

下方　悟さん
スペース・まどか

◆�私の趣味は、映画
鑑賞、アニメ鬼滅
の刃、一人カラオ
ケ、ガンプラ作り。
わからないことも
ありますが、よろ
しくお願いします。

加藤　清乃さん
スペース・まどか

◆�これまでの経験
を活かし少しで
も皆さんのお役
に立てるよう努め
てまいります。引
き続きご指導ご
鞭撻のほど宜し
くお願いします。

久保嶋　正修さん
瑞穂町福祉センターあゆみ

◆�私の趣味は、野球
観戦です。好きな
チ ー ム は 巨 人 で
す。映画鑑賞も好
きです。わからな
いこともあります
が、よろしくお願
いします。

加藤　勤さん
スペース・まどか

◆�４月より勤務しています。前職
は認知症のグループホームで勤
務していました。障害者福祉の
仕事は初めてですが、しっかり
と業務に取り組んでいきたいと
思います。これからどうぞよろ
しくお願い致します。

奥谷　佳実さん
瑞穂町障害者就労支援センター

◆�６月より非常勤とし
て勤務させてもらっ
ています。バイク・
ゴルフ・アニメ好き
の 55 歳。微力では
ございますが、どう
ぞよろしくお願い致
します。

岩田　潤さん
スペース・まどか

◆�７月 1 日よりご一緒に仕事をさせて頂けるようにな
りました越牟田（コシムタ）です。就労継続支援Ｂ型・
生活介護の施設で立ち上げから 6 年間、水耕栽培、
畑などの作業指導員と支援員としてご利用者の出来
る作業を見出せればと従事してきました。また、Ｂ
型の利用者が職に就ければと支援を行い退職するま
でにお二人が職に就いてくださいました。「とらい」
で経験が乏しいわたくしですが、ご利用者に喜んで
頂ける支援が出来るよう頑張ります。

越牟田　昇さん
武蔵村山市障害者就労支援センター とらい

◆�６月より職業指導員として勤務させてい
ただいております。皆様にご迷惑をおか
けすることもあるかと思いますが、何卒
よろしくお願いいたします。一日でも早
く施設に貢献できるよう精進して参りま
すので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお
願いいたします。

野中　千春さん
あかつき授産所

新人紹介
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精
神
保
健
福
祉
基
礎
研
修

　

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か

�
下
方
　
悟

　

６
月
19
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
『
精

神
保
健
福
祉
基
礎
研
修
１
』
に
参
加
致

し
ま
し
た
。

　

内
容
と
致
し
ま
し
て
は
①
法
制
度
と

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
、
②
不
安
症
や
自
閉

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
こ
と
等　

大
き
く

分
け
て
二
つ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
修

と
な
り
ま
す
。

①
法
制
度
と
改
訂
のポイ

ン
ト
に
つ
い
て

　

精
神
保
険
福
祉
法
改
正
に
伴
い
、
医

療
保
護
入
院
に
見
直
し
が
あ
り
、
令
和

6
年
４
月
１
日
よ
り
入
院
期
間
の
法
定

化
、
家
族
等
が
同
意
又
は
不
同
意
の
意

思
表
示
を
行
わ
な
い
場
合
は
市
町
村
長

同
意
の
依
頼
が
で
き
る
。
地
域
援
助
事

業
者
の
紹
介
を
義
務
化
さ
れ
た
。
ま
た

措
置
入
院
に
つ
い
て
は
都
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
改
訂
さ
れ
、
退
院
後
支
援
申
込
書

提
出
の
要
件
を
緩
和
、
標
準
的
な
計
画

作
成
以
外
の
選
択
肢
を
認
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
改
正
以
前
に
改
正
前
に

関
す
る
知
識
も
な
い
為
、
不
安
な
点
も

あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
の
業
務
中
の
出

来
事
と
関
連
す
る
内
容
が
あ
る
点
。
そ

し
て
時
代
の
変
化
に
適
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
支
援
は
難
し
い
と
い
う
事
に

つ
い
て
学
ば
せ
ら
れ
ま
し
た
。

②
不
安
症
や

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
こ
と
等

　

不
安
症
の
診
断
基
準
、
不
安
症
群
の

種
類
に
つ
い
て
学
び
、
ス
ト
レ
ス
に
対

す
る
心
の
反
応
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
か
。
ま
た
う
つ
病
、
パ
ニ
ッ
ク
障

害
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
、
自
閉

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
に
関
す
る
特
徴
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
現
在
の
作
業

所
に
お
い
て
、
多
く
の
精
神
的
な
病
を

抱
え
て
い
る
利
用
者
様
が
い
ま
す
の
で
、

こ
の
研
修
を
機
に
さ
ら
に
学
び
を
深
め

て
参
り
ま
す
。

　

現
状
、
未
だ
「
何
を
分
か
ら
な
い
の

か
分
か
ら
な
い
。」
と
い
う
状
態
で
は

あ
り
ま
す
が
、
研
修
を
通
し
て
、
ま
た

日
々
の
仕
事
を
通
し
て
徐
々
に
理
解
を

進
め
て
い
る
状
況
と
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
理
解
を
深
め
、
共
に
成
長
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
た
支
援

～
思
春
期
支
援
を
中
心
に
～

　

あ
か
つ
き
コ
ロニ
ー
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

増
渕
　
明
美

　

瑞
穂
町
福
祉
部
福
祉
課
主
催
で
、
発

達
障
が
い
児
の
支
援
者
向
け
の
研
修
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

全
３
回
の
講
座
に
分
け（
５
月
７
日
・

５
月
28
日
・
７
月
11
日
）、
講
師
深
澤

光
洋
先
生
（
公
認
心
理
師
・
元
特
別
支

援
学
校
教
員
）
よ
り
、「
発
達
特
性
・

年
齢
に
合
わ
せ
た
関
わ
り
方
」「
お
子

さ
ん
へ
の
声
掛
け
」「
対
応
方
法
や
支

援
方
法
の
紹
介
」「
将
来
の
た
め
に
今

出
来
る
事
、
知
っ
て
お
き
た
い
進
路
の

事
」「
家
庭
・
学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て
」

「
事
例
検
討
」
の
内
容
で
、
お
話
し
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

研
修
の
中
で「
ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
（
略
ペ
ア
ト
レ
）」
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ペ
ア
ト
レ
は
、
発
達
障
が
い
や
知
的

障
が
い
を
持
つ
お
子
さ
ん
の
ご
家
族
が
、

適
切
な
か
か
わ
り
方
や
支
援
方
法
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
生
ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
子
ど
も
が
変
わ
る
事
を
求
め

る
の
で
は
な
く
、
先
に
親
自
身
が
変
わ

る
事
で
、
子
ど
も
の
変
化
を
促
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ペ
ア
ト
レ
で
は
【
行
動
】
を
３
つ
に

分
け
ま
す
。

　
【
好
ま
し
い
行
動
】【
好
ま
し
く
な
い

行
動
】【
危
険
な
・
許
し
が
た
い
行
動
】

に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
に
対
し

て
適
切
な
対
処
方
法
を
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。

　

ペ
ア
ト
レ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ご
家
族

に
限
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
私

た
ち
支
援
者
に
も
直
ぐ
に
実
践
で
き
る

支
援
方
法
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
て
い
る
令
和

４
年
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
医
師
よ

り
「
発
達
障
害
」
と
診
断
さ
れ
た
の
は

推
計
値
８
７
２
千
人
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
約
10
人
に
１
人
が
発
達
障
害

と
診
断
さ
れ
て
い
る
事
に
な
り
ま
す
。

年
々
、
発
達
障
害
の
人
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
、「
発
達
障
害
」

の
理
解
が
高
ま
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
、

環
境
改
善
や
配
慮
が
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
点
も
あ
る

た
め
、
よ
り
理
解
が
必
要
と
感
じ
ま
す
。

　

最
終
日
に
は
事
例
検
討
を
元
に
ど
の

よ
う
な
支
援
が
望
ま
し
い
か
お
話
し
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
学
童
の
リ
ア
ル
な
事
例
内

容
で
し
た
が
、
ど
の
事
例
に
も
深
澤
先

生
が
【
ル
ー
ル
化
に
す
る
・
ル
ー
ル
を

守
る
】【
ル
ー
ル
を
守
る
練
習
を
し
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
】【
支
援
者
達

の
一
貫
し
た
対
応
】
が
必
要
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
私
自
身
、「
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
計
画
書
」
に
よ
く
「
事
業
所
の

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
書
く
事

が
あ
り
ま
す
が
、
果
た
し
て
事
業
所
や

ご
家
庭
の
ル
ー
ル
を
理
解
し
て
い
る
う

え
で
書
い
て
い
る
の
か
と
思
う
と
、
理

解
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

今
後
は
、事
業
所
や
家
庭
の
【
ル
ー
ル
】

も
掘
り
下
げ
た
う
え
で
、
一
人
ひ
と
り

に
沿
っ
た
計
画
を
立
て
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　

発
達
障
が
い
を
勉
強
す
る
つ
も
り
で

最
初
は
参
加
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

は
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
良
い
機
会

に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
内
容
は
実
践
で
も
活
用

で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
計

画
相
談
事
業
所
内
で
伝
達
講
習
の
時
間

を
設
け
、
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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１　

月

６　

新
年
会�

（
法
人
施
設
）

７　

市
長
挨
拶

９　

建
築
事
務
所
打
合
せ

15　

タ
イ
ム
ケ
ア
説
明
会�
（
あ
ゆ
み
）

23　

さ
く
ら
地
震
避
難
訓
練

　
　

と
ら
い
防
災
訓
練

30　

理
事
会�

（
決
議
の
省
略
）

２　

月

３　

建
築
事
務
所
打
合
せ

10　

法
人
施
設
エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

18　

さ
く
ら
自
動
ド
ア
修
繕

27　

法
人
施
設
火
災
避
難
訓
練

　
　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

３　

月

４　

仮
移
転
団
地
商
店
会
説
明
会

　
　

虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議

６　

仮
設
工
事
入
札
会

８　

理
事
会�

（
決
議
の
省
略
）

９　

あ
ゆ
み
床
清
掃

11　

あ
ゆ
み
消
防
設
備
点
検

13　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
感
染
対
策
委
員
会

14　

虐
待
防
止
・
身
体
拘
束
適
正
化
検

　
　

討
委
員
会

24　

新
築
工
事
入
札
会

　
　

さ
く
ら
火
災
避
難
訓
練

26　

理
事
会

27　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

４　

月

23　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

�

（
タ
イ
ム
ケ
ア
）

24　

あ
ゆ
み
保
護
者
会�

（
地
活
）

25　

さ
く
ら
消
防
設
備
点
検

29　

あ
ゆ
み
床
清
掃

30　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練�

（
地
活
）

　
　

研
修
委
員
会

５　

月

18　

さ
く
ら
床
清
掃

21　

仮
設
施
設
完
了
検
査

26　

監
事
監
査

29　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　
　
（
ネ
ッ
ト
詐
欺
）
開
催�

（
と
ら
い
）

29
・
30　

法
人
施
設
引
越
し

30　

さ
く
ら
春
レ
ク

30　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

６　

月

２　

解
体
工
事
打
合
せ

３　

仮
設
施
設
消
防
検
査

８　

あ
ゆ
み
床
清
掃 

９　

理
事
会

　
　

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会

15　

瑞
穂
町
ふ
れ
あ
い
運
動
会

�

（
あ
ゆ
み
地
活
・
さ
く
ら
）

25　

評
議
員
会
・
理
事
会

　
　

建
築
事
務
所
打
合
せ

30　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　
　
（
防
災
）
開
催�

（
と
ら
い
）

７　

月

  

19　

法
人
施
設
夏
レ
ク

１　

月

９　

初
任
者
研
修
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

�

（
神
山　

10
日
迄
）

10　

精
神
業
務
連
絡
会

�

（
藤
澤
・
冨
田
）

16　

能
登
支
援
報
告
会�

（
松
木
）

17　

就
労
選
択
支
援
事
業
勉
強
会

�

（
利
根
川
）

　
　

工
賃
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー�

（
茂
木
）

20　

ゼ
ン
コ
ロ
月
例
会�

（
遠
藤
）

　
　

就
労
選
択
支
援
意
見
交
換
会

�

（
髙
橋
・
戸
村
・
西
出
・
遠
藤
）

21　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

�
（
神
山
・
増
渕
）

22　

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会
部

　
　

会
長
会
議�

（
髙
橋
・
冨
田
）

23　

就
労
ネ
ッ
ト�

（
鈴
木
・
田
中
隆
）

27　

瑞
穂
町
計
画
相
談
連
絡
会�（
増
渕
）

29　

強
度
行
動
障
害
研
修�

（
増
渕
）

　
　

け
る
ん
情
報
交
換
会�

（
冨
田
）

30　

意
思
決
定
支
援
学
習
会

�

（
神
山
・
増
渕
）

　
　

Ｈ
Ｗ
立
川
雇
用
連
絡
会�

（
冨
田
）

31　

多
摩
連
絡
会
議�

（
冨
田
）

２　

月

３　

西
多
摩
地
域
勉
強
会�

（
冨
田
）

　
　

地
域
開
拓
Ｎ
Ｗ
会
議�

（
利
根
川
）

５　

羽
村
特
支
運
営
連
絡
協
議
会

�

（
西
出
）

　
　

強
度
行
動
障
害
研
修�

（
増
渕
）

７　

地
域
連
携
会
議�

（
冨
田
）

13　

社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
全
体
会

�

（
五
十
嵐
・
戸
村
）

　
　

東
京
都
意
見
交
換
会

�

（
利
根
川
・
冨
田
）

14　

報
酬
改
定
研
修
会�

（
藤
澤
）

17　

ゼ
ン
コ
ロ
月
例
会 �

（
遠
藤
）

18　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

�

（
神
山
・
増
渕
）

　
　

工
賃
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー�

（
佐
渡
）

19　

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

�

（
髙
橋
・
冨
田
）

　
　

瑞
穂
町
就
労
部
会�

（
利
根
川
）

20　

羽
村
特
支
連
絡
会�（
冨
田
・
鈴
木
）

26　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会
勉
強

　
　

会�

（
冨
田
・
鈴
木
・
細
川　

茂
木
・
神
山
・
齋
藤
）

27　

就
労
ネ
ッ
ト�

（
鈴
木
・
田
中
隆
）

３　

月

３　

Ｈ
Ｗ
青
梅
雇
用
連
絡
会�（
利
根
川
）

　

７　

精
神
業
務
連
絡
会

�

（
藤
澤
・
冨
田
）

９　

主
事
資
格
認
定
ス
ク
ー
リ
ン
グ　

�

（
齋
藤　

11
日
迄
）

13　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

�

（
髙
橋
）

　
　

多
摩
連
絡
会
議�

（
冨
田
）

14　

け
る
ん
西
多
摩
勉
強
会�

（
冨
田
）

17　

瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会

�

（
利
根
川
）

18　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

�

（
神
山
・
増
渕
）

19　

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会
部

　
　
　

会
長
会
議�

（
髙
橋
・
冨
田
）

　
　
　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

�

（
冨
田
）

24　

就
労
選
択
支
援
説
明
会

�

（
戸
村
・
西
出
・
佐
渡
・
金
子
）

�

（
永
井
・
茂
木　

26
日
迄
）

26　

権
利
擁
護
事
例
検
討
会
（
冨
田
）

27　

就
労
ネ
ッ
ト�

（
鈴
木
・
田
中
隆
）

28　

地
域
保
健
福
祉
審
議
会�（
五
十
嵐
）

４　

月

11　

精
神
業
務
連
絡
会�

（
冨
田
）

14　

ゼ
ン
コ
ロ
月
例
会�

（
遠
藤
）

15　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

�

（
神
山
）



入
所・退
所

入
所・退
所

　
　

寄　
　
　

贈

12

17　

相
談
支
援
部
会
検
討
会�

（
神
山
）

21　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

�

（
遠
藤　

22
日
迄
）

22　

西
多
摩
勉
強
会�

（
冨
田
）

24　

就
労
ネ
ッ
ト�
（
鈴
木
・
田
中
隆
）

５　

月

２　

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会
部

　
　

会
長
会
議�

（
髙
橋
・
冨
田
）

７　

発
達
障
害
児
研
修�

（
増
渕
）

９　

精
神
業
務
連
絡
会�（
藤
澤
・
冨
田
）

13　

瑞
穂
町
計
画
相
談
連
絡
会（
増
渕
）

14　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

�

（
冨
田
・
茂
木
・
神
山
）

　
　

西
多
摩
就
労
支
援
機
関
連
絡
会

�

（
利
根
川
・
奥
谷
）

15　

就
労
ネ
ッ
ト�

（
鈴
木
）

19　

Ｗ
Ｊ
理
事
会�

（
髙
橋
）

20　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

�

（
神
山
・
冨
田
）

21　

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

�

（
髙
橋
・
冨
田
）

28　

発
達
障
害
児
研
修�

（
増
渕
）

30　

地
域
保
健
福
祉
審
議
会（
五
十
嵐
）

６　

月

13　

地
域
連
携
会
議�

（
藤
澤
・
冨
田
）

17　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

�

（
神
山
）

　
　

羽
村
特
支
運
営
連
絡
協
議
会

�

（
西
出
）

18　

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会
部

　
　

会
長
会
議�

（
髙
橋
・
冨
田
）

　
　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

�

（
冨
田
・
茂
木
・
神
山
）

19　

精
神
保
健
福
祉
基
礎
研
修�（
下
方
）

　
　

社
会
保
険
制
度
説
明
会�

（
松
木
）

24　

お
伊
勢
の
森
運
営
協
議
会�（
藤
澤
）

26　

就
労
ネ
ッ
ト�

（
鈴
木
）

30　

Ｈ
Ｗ
青
梅
雇
用
連
絡
会�（
利
根
川
）

27　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会�（
髙
橋
）

30　

地
域
つ
な
が
り
推
進
連
絡
会

�

（
戸
村
）

７　

月

４　

大
人
の
発
達
障
害
研
修�
（
小
俣
）

11　

精
神
業
務
連
絡
会�（
藤
澤
・
冨
田
）

　
　

発
達
障
害
児
研
修�

（
増
渕
）

14  

ゼ
ン
コ
ロ
月
例
会�

（
遠
藤
）

15　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

�

（
神
山
）

　
　

現
任
者
研
修
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ

�

（
神
山
）

16　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

�

（
冨
田
・
神
山
）

　
　

瑞
穂
町
計
画
相
談
連
絡
会�（
増
渕
）

18　

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会
部

　
　

会
長
会
議�

（
髙
橋
・
冨
田
）

24　

全
都
ネ
ッ
ト�

（
利
根
川
・
冨
田
）

　
　

社
会
福
祉
法
人
連
絡
会�

（
西
出
）

　
　

就
労
ネ
ッ
ト�

（
鈴
木
・
田
中
隆
）

29　

権
利
擁
護
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

�

（
冨
田
）

■
入
所

　

12
月　

金
子　

正
人�

（
ま
ど
か
）

　

１
月　

下
方　
　

悟�

（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

先
久　

周
子�

（
と
ら
い
）

　

２
月　

福
田　

和
幸�

（
授
産
所
）

　

４
月　

加
藤　

清
乃�

（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

加
藤　
　

勤�

（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

奥
谷　

佳
実�

（
瑞
穂
就
労
）

　

６
月　

野
中　

千
春�

（
授
産
所
）

　
　
　
　

岩
田　
　

潤�

（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

西　
　

達
彦�

（
さ
く
ら
）

　

７
月　

越
牟
田　

昇�

（
と
ら
い
）

　
　
　
　

久
保
嶋
正
修�

（
あ
ゆ
み
）

■
退
所

　

１
月　

福
田　

弥
也�

（
授
産
所
）

　

２
月　

先
久　

周
子�

（
と
ら
い
）

　

３
月　

浅
井　

俊
夫�

（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

中
原　

敏
子�
（
瑞
穂
就
労
）

　
　
　
　

中
村　

敬
子�
（
あ
ゆ
み
）

　

４
月　

長
倉　

直
希�

（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

金
子　

海
夏�

（
さ
く
ら
）

　
　
　
　

宮
岡　

由
雄�

（
あ
ゆ
み
）

　
　
　
　

木
村　

正
則�

（
あ
ゆ
み
）

　

５
月　

武
士　

雄
一�

（
授
産
所
）

　
　
　
　

福
田　

和
幸�

（
授
産
所
）

　
　
　
　

中
野　

利
春�

（
ま
ど
か
）

　

６
月　

小
田
島
圭
一�

（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

中
村
奈
津
子�

（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

細
川　

法
義　

�

（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

岡
本　

真
澄�

（
あ
ゆ
み
）

　

７
月　

森
田　

美
穂�

（
授
産
所
）

　
　
　
　

長
田　
　

明�

（
授
産
所
）

　
　
　
　

天
野　

真
理�

（
あ
ゆ
み
）

　
　
　
　

渋
谷　

俊
悦�

（
あ
ゆ
み
）

５
月
21
日
、
近
藤
髙
美
子
様
よ
り

参
萬
円
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

訃　
　

報

あ
か
つ
き
授
産
所
の

武
士　

雄
一
さ
ん
が

五
月
二
十
九
日
に

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

あ
か
つ
き
授
産
所
の

長
田　

明
さ
ん
が

七
月
二
十
日
に

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

役
員
・
評
議
員

理
　
　
事

理
事
長
　
鈴
木
　
賢
一

常
務
理
事
　
髙
橋
　
　
毅

　
　
　
　
　
熊
谷
　
昌
博

　
　
　
　
　
永
井
　
　
眞

　
　
　
　
　
五
十
嵐
　
崇

　
　
　
　
　
戸
村
　
仁
郎

監
　
　
事

　
　
　
　
　
岩
瀬
　
成
朋

　
　
　
　
　
鈴
木
　
智
也

評
議
員

　
　
　
　
　
浅
川
　
　
勤

　
　
　
　
　
栗
原
　
康
明

　
　
　
　
　
岩
瀨
　
香
世

　
　
　
　
　
古
賀
　
博
紀

　
　
　
　
　
田
中
　
海
之

　
　
　
　
　
登
坂
　
正
美

　
　
　
　
　
三
田
村
達
弥


